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意見交換 

※ケアプラザに寄せられる相談は要介護・要支援の方が大半、ど 

こに繋げていいか悩んでいる。 

・介護保険などでは対応できない庭木の伐採や草むしりが 

多い。 

・町内会未加入者からの依頼が繋がらない。 

※近所での助け合いを進めて欲しいことを継続的に町内会・自 

治会に働きかけている。 

※組織化や組織対応に固執せず応える機運を高めたい。 

※困りごとを情報として、できる事、できない事を考えていくのが 

大事。 

※広く浅くやれること、対象を絞るなどでもいいのでは。 

※ゴミ出しなどは近所でやるのが当たり前だという意識をみんなが

持つよう、町会・自治会がもっとアピールして欲しい。 

※障がい者や子ども支援は容易ではないが考えていきたい。 

※安心して活動ができるような知識や技術が得られるような、公

的機関の支援が必要。 

※対応困難なことは、業者に頼むのも一考。 

※地域で見守り・助け合いに理解のある業者と顔つなぎできてい

れば安心して紹介や利用ができるのでは。 

 

月見ヶ丘 
町内会の広報紙でボランティア募集をしているが集まら

ない。 

個人レベルで庭木剪定や困り事対応等の活動をしている

のが現状。 
 

上永谷 
令和 2 年に「結の会」を立ち上げ、現在は町内会の専門

部として位置づけし高齢者支援を目的に活動。 

良い友愛関係を構築し、孤立感を深めぬよう、高齢者一

人暮らしで手に負えないことはできるだけ対応する姿勢で幅

広く活動している。  

樹木の伐採、障子・網戸張り、水漏れパッキン替え、防犯

灯つけ替え・修理等できるだけ早く、丁寧に作業している。 
メンバーは、18～19名、女性 4名、青年団などである

が、高齢化と平日の人手不足が課題である。 

永野地区における各地域の状況 

いずみプラザ 

 来年 4 月に向けて自治会で「お助け隊」と

して支援できるものを準備している。 

高齢者・障がい者・母子家庭を対象に「依

頼状」をシステム化していく。 

自治会の中に各メニューに対応してくれる

7～8名で実施の予定。 

していく予定である。 

 
 

菱興 

 毎年役員が変わり継続的な取り組みが難

しいが、老人会のゆうゆうクラブがパトロール

や公園掃除等を実施しているので、今後自

治会とゆうゆうクラブで検討していきたい。 
 

富士見台  

困りごとへの対応は、自治会で行っている

が、担い手不足などで、対応が難しい。 

そのため、自治会で信用できる業者を紹

介したり、情報提供や資金面でカバーできる

ような仕組みを考えていきたい。 

課題 

・人手不足と高齢化  → 活動の継続性 

・ミスマッチの解消   

→庭木の伐採や草むしりなどの困り事が、ボランティアがで

きる範囲を超えているものがある。 

・自治会町内会との連携不足 

→困りごとの相談先の受け皿で、自治会町内会の協力が

難しいケースがある。  

・情報共有の仕組みが不十分 

→自治会町内会の情報共有化を強化する必要がある。 

美晴台 

 助け合いのグループ 15名で 14年の活動歴である。  

一回 7～8名で年間 50～60件に対応している。 

自治会の組織ではなく、ボランティアグループとして 

全世帯対象で、道一本隔てた他地区にも対応している。 

利用者からの要望で有償化し、活動費と備品購入に 

充てている。  

伐採は、若手が集まる日にするようにし、網戸・障子張り・ 

公園掃除など障がい者の作業所とも一緒に活動している。

 
 




